
令和３年度

鹿児島県立図書館運営に関する点検及び評価結果

当館が策定している基本的運営方針を踏まえ，令和３年度に重点的に取
り組んだ事項と関連する指標についての評価を実施し，その結果に基づき
運営の改善を図ります。

【鹿児島県立図書館の目指す姿】

人づくりに貢献し，成長し続ける図書館 ～支える・役立つ・つなぐ・育む～

【基本目標，重点取組事項】
＜基本目標１＞

鹿児島県立図書館は，県立奄美図書館との連携を図りながら，県内の公共図書館（室）が多様なサー
ビスを提供できるよう，ネットワークの構築や研究・研修の充実等に努めることにより，「支える」図
書館を目指します。
＜重点取組事項＞
１ 市町村図書館支援の充実
２ ネットワークの構築
３ 図書館運営研究の拠点
４ 図書館協議会等の充実

＜基本目標２＞
鹿児島県立図書館は，県の情報拠点として，県民や地域の課題解決支援が図れるよう，多様化・高度

化する県民のニーズに応える資料の収集・保存や情報提供等に努めることにより，「役立つ」図書館を
目指します。
＜重点取組事項＞
１ 利用者に対応したサービスの充実
２ 課題解決支援・学習支援の充実
３ 郷土資料（地域資料）の網羅的な収集とデジタル化
４ 図書館資料の計画的な整備

＜基本目標３＞
鹿児島県立図書館は，県民が新たな知を創出できるよう，居心地の良い空間やコミュニケーション空

間の充実を図りながら，知識や知恵，情報の交流の場づくりに努めることにより，人と人，人と情報を
「つなぐ」図書館を目指します。
＜重点取組事項＞
１ 場と人とをつなぐ環境づくり
２ 人と人とをつなぐ環境づくり
３ 情報と人とをつなぐ環境づくり

＜基本目標４＞
鹿児島県立図書館は，県民の読書活動を積極的に推進するとともに，郷土の人や歴史等への理解を深

める場の提供に努めることにより，県民が生涯にわたって読書に親しみ，郷土に学ぶ心を「育む」図書
館を目指します。
＜重点取組事項＞
１ 子供読書活動の推進
２ 大人読書活動の推進
３ 郷土の人・文化の理解と継承

［評価基準］
評 価 内 容

Ａ 非常に良好 計画どおりに実施でき，大きな成果がみられた。
Ｂ 良好 計画どおりに実施できた。
Ｃ やや不十分 概ね計画どおりに実施できたが，一部が実施できなかった。
Ｄ 不十分 計画どおりに実施できなかった。

鹿児島県立図書館



基本目標 １ 『支える』
鹿児島県立図書館は，県立奄美図書館との連携を図りながら，県内の公共図書館（室）が多

様なサービスを提供できるよう，ネットワークの構築や研究・研修の充実等に努めることによ
り，「支える」図書館を目指します。

１ 令和３年度の取組について
取 組 状 況

重点施策 評価
計 画 実 績

・情報の共有化を行うとともに連 ・県内の市町村図書館（室）に関
携を密にし，利用者サービスの向 する情報の積極的な収集・広報に
上を図る。 努め，各館の交流を推進した。

1 市町村図書館 ・貸出文庫により，市町村立図書 ・直接来館できない県民へのサー Ｂ
支援の充実 館をとおして県民への図書の貸出 ビス充実を目指し，前年並みの利

を行う。 用実績を維持できた。
・図書館ポータルサイトを活用 ・新システムにおけるポータルサ
し，相互貸借の充実を図る。 イトの円滑な運用を目指して，市

町村図書館と連携を図っている。
・市町村立図書館（室）における ・新型コロナウイルス感染症拡大
利用者サービスの向上を促進す 防止期間の10冊貸出により，居住
る。 地返却の冊数が増加したと考えら
・図書館情報システムの適切な運 れる。
用管理を行うとともに，セキュリ ・横断検索システムの参加自治体

2 ネットワーク ティ対策の強化を行う。また，図 数は目標値の33市町村に対し，２ Ａ
の構築 書館情報システムを活用したサー 市２町増えて35市町村であった。

ビスの利用促進を図るため，横断 声かけにより参加意向を示す自治
検索システムへの参加・利用促進 体もあったため，今後も参加館の
を図るとともに，ホームページの 設備整備・経費面の準備を注視し
情報更新に努める。 ながら参加を働きかけていく。

・図書館大会や各種講座等をとお ・新型コロナウイルス感染症拡大
して，図書館職員の資質向上を図 防止のため，図書館大会は中止と
る。 したが，各種講座は募集定員を減
・県内各地で行われる研修会への らして実施することができた。

3 図書館運営研 講師派遣や来館研修，図書館司書 ・研修会へ講師を派遣したり，図 Ｃ
究の拠点 実習を受け入れるなど，市町村や 書館実習を受け入れたりすること

各種団体等の支援を行う。 で，図書館関係職員の資質向上に
・県民の読書活動を推進する研修 努めた。
会やイベントを開催し，市町村図 ・研修会，イベントの運営に市町
書館での事業のモデルを示す。 村図書館職員が関わることで，自

館の運営に生かしている。
・図書館協議会委員や図書館協会 ・図書館協議会は２回開催し，図
理事からの意見・要望を参考に 書館協会の理事会は３回行った。

4 図書館協議会 し，図書館運営や利用者サービス 一方，新型コロナウイルス感染症 Ｂ
等の充実 の改善・向上に努める。 拡大の影響で，図書館協会の総会

及び業務担当者会はオンライン会
議等により開催した。

２ 各種指標の達成状況
 主要指標

主 要 指 標 目標値 実績値 達成割合
1 「県民一人当たりの貸出冊数」 ３．４２冊 ２．９６冊 ８６．５％
2 「市町村満足度」 ８４．０％ ８６．３％ １０２．７％
 参考指標

参 考 指 標 目標値 実績値 達成割合
1 「図書館等への貸出冊数」 ３６，０００冊 ３５，４８２冊 ９８．６％
2 「居住地返却の冊数」 ４，６００冊 ４，４３５冊 ９６．４％
3 「横断検索への接続市町村数」 ３３市町村 ３５市町村 １０６．１％
4 「講座等への参加者数」 ７２０人 ４５人 ６．３％
5 「県立図書館を語る会の参加者数」 １７０人 １５３人 ９０．０％

３ 評価と今後の取組について
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，研修会の中止や参加者数の制限を行ったことで，

図書館職員に対する研修や講座が実施できなかった。また，図書館等への貸出や居住地返却に
ついては借り控えや地方図書館休館による影響等はあったもののほぼ目標値を達成できた。県
立図書館を語る会への参加者は，オンライン会議等により実施し，目標値の９割は達成できた。
横断検索への接続市町村数は，目標値を達成できた。

今後は，新型コロナウイルス感染症の感染状況を注視しながら，研修や訪問により図書館職
員の資質向上に努めるとともに，横断検索システムの参加・利用促進を図り，また，更なる図
書の貸出をすることで，市町村立図書館（室）への支援の充実を図りたい。
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基本目標 ２ 『役立つ』
鹿児島県立図書館は，県の情報拠点として，県民や地域の課題解決支援が図れるよう，多様

化・高度化する県民のニーズに応える資料の収集・保存や情報提供等に努めることにより，「役
立つ」図書館を目指します。

１ 令和３年度の取組について
取 組 状 況

重点施策 評価
計 画 実 績

・閲覧・貸出など利用しやすい環 ・閲覧・貸出冊数は目標値を達成
利用者に対応 境整備とともに，様々な利用者サ し，利用者満足度の達成割合も92

1 したサービス ービスの向上に努める。 ％であった。
の充実 ・アンケートではトイレの充実を Ｂ

要望する意見が多かったが，和式
から洋式トイレに一部改修した。

・郷土に関する事項の件名やレフ ・新型コロナウイルス感染症拡大
ァレンス事例の電算入力，パスフ 防止に伴うまん延防止期間の影響
ァインダーの作成等，レファレン で，レファレンス件数が減少した
スツールの充実に努める。 ため，それに伴いレファレンス事

課題解決支援 ・課題解決支援コーナーの充実を 例の電算入力も減少した。パスフ Ｂ
2 ・学習支援の 図る。 ァインダーについては３月に改訂

充実 を行った。
・図書館システム更新に伴う休館
後の12月開館に合わせ課題解決支
援コーナー４分野の資料収集，配
架の工夫を行い，充実を図った。

・郷土の文化遺産として永く後世 ・各機関と連携し，県行政資料や
に伝えていくために網羅的で積極 市町村発行資料など図書以外の収
的な郷土資料の収集を行い，その 集も積極的に努め，郷土新聞，貴

郷土資料（地 ために各関係機関との連携を図り 重資料のデジタル化も計画的に行
3 域資料）の網 協力を依頼する。 った。 Ｃ

羅的な収集と ・郷土資料の保存と活用のため郷 ・令和３年度の貴重資料デジタル
デジタル化 土新聞や貴重資料等のデジタル化 化進捗率は，目標値53.7%を下回

を進める。 る45.3%であった。１冊あたりの
ページ数が多い資料を中心に撮影
したため，撮影枚数は多いが撮影
資料数は少ない結果となった。

・利用者の生涯学習に役立つ資料 ・購入，寄贈などによる約２万冊
を幅広く収集するとともに，海音 の図書資料の計画的な受入を行
寺潮五郎文庫や雑誌スポンサーコ い，蔵書冊数の令和３年度目標値

4 図書館資料の ーナー，障害者サービス資料の充 の99.8％である911,586冊であっ Ｂ
計画的な整備 実も図りながら，県民の調査相談 た。

に資する図書館，保存図書館とし また,障害者サービスのための
ての資料の整備に努める。 デイジー図書や雑誌スポンサー制

度による雑誌など，幅広い資料の
収集を行った。

２ 各種指標の達成状況
 主要指標

主 要 指 標 目標値 実績値 達成割合
1 「貸出＋書庫閲覧冊数」 379,000冊 390,067冊 １０２．９％
2 「利用者満足度」 ５０．０％ ４６．３％ ９２．６％
 参考指標

参 考 指 標 目標値 実績値 達成割合
1 「利用者満足度」(ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ) ７５．２％ ６３．２％ ８４．０％
2 「レファレンス検索データ入力件数」 １５０件 ９１件 ６０．７％
3 「デジタル化進捗率」 ５３．７％ ４５．３％ ８４．４％
4 「蔵書冊数」 913,000冊 911,586冊 ９９．８％

３ 評価と今後の取組について
図書館情報システムの更新に伴うWi-Fi導入やトイレ改修など利便性を図ることができた。ま

た，貸出＋書庫閲覧冊数は目標値を達成した一方で，新型コロナ感染拡大防止に伴い講演会や
レファレンス業務が実施できなかったことから昨年より実績値が低くなった指標がみられた。
今後，外部機関と連携した「県立図書館ビジネス支援プロジェクト」を始動したり，図書資料
の充実を図ったりすることで，利用者の課題解決を支援していきたい。
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基本目標 ３ 『つなぐ』
鹿児島県立図書館は，県民が新たな知を創出できるよう，居心地の良い空間やコミュニケー

ション空間の充実を図りながら，知識や知恵，情報の交流の場づくりに努めることにより，人
と人，人と情報を「つなぐ」図書館を目指します。

１ 令和３年度の取組について
取 組 状 況

重点施策 評価
計 画 実 績

・施設等の安全管理及び保全改修 ・空調設備のメンテナンスや防犯
に努める。 カメラの更新等を行い安全で快適
・広報誌やホームページの内容の な環境の維持に務めた。

場と人とをつ 充実を図り，積極的な情報発信に ・公式Facebookやホームページの Ｂ
1 なぐ環境づく 努めるとともに，県の広報誌等を 内容の充実を図った。また，広報

り 活用した広報活動を行う。 誌等を利用した広報活動・情報発
信に努めた。

・利用者が多様な他者と交流し， ・12/11,12の２日間，「県図書ほ
図書館や図書資料を活用してコミ っとフェス」を開催した。当館職
ュニケーションを楽しむことがで 員や外部講師によるイベントを開

人と人とをつ きるよう，交流イベントを開催す 催し，参加者同士の交流が推進さ
2 なぐ環境づく る。 れた。 Ａ

り ・一般県民に館内４か所の会議室 ・コロナ禍ではあるものの，会議
を有償（減免規定あり）で貸出を 室の利用について広く周知を行っ
行う。 たところ，前年度に比べ増加した。

・図書館を生涯学習の活動や成果 ・新型コロナウイルス感染症拡大
を発表する場として活用するた 予防のため，ボランティア活動を

情報と人とを め，ボランティア活動を支援する。制限した期間もあり，参加者は目
3 つなぐ環境づ 標値よりも大きく下回った。 Ｃ

くり ・ＨＰやＳＮＳを活用した情報提 ・フォロワー数は目標値に届かな
供や情報交流を推進する。 かったが，公式Facebookへ最新情

報を掲載することに努めた。

２ 各種指標の達成状況
 主要指標

主 要 指 標 目標値 実績値 達成割合
1 「入館者数」 474,000人 321,546人 ６７．８％
2 「利用者満足度」 ５７．８％ ６３．５％ １０９．９％
 参考指標

参 考 指 標 目標値 実績値 達成割合
1 「利用者満足度」(居心地の良い空間･居場所づくり) ７９．２％ ８４．９％ １０７．２％
2 「交流イベント参加者数」 ６５人 ２４４人 ３７５．４％
3 「ボランティア活動者数」 ８００人 ３５３人 ４４．１％
4 「ＨＰのリンク数」 ７件 ５件 ７１．４％
5 「ＳＮＳフォロワー数」 ８００件 ５７４件 ７１．８％

３ 評価と今後の取組について
新型コロナウイルス感染症拡大防止による休館等の影響で，入館者数やボランティア活動者

数が目標値を下回った。交流イベントについては，幅広い年齢層の県民を対象とした「県図書
ほっとフェス」を開催し，多くの参加を得ることができた。ＳＮＳフォロワー数については，
継続的・計画的に魅力ある情報を提供することにより実績値の向上を図りたい。今後も，より
良い環境づくりを図るとともに，新型コロナウイルス感染症の感染状況を注視しながら魅力あ
る交流イベントの実施を実施し，タイムリーな情報発信に努め，「つなぐ」図書館を目指して
いきたい。
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基本目標 ４ 『育む』
鹿児島県立図書館は，県民の読書活動を積極的に推進するとともに，郷土の人や歴史等への

理解を深める場の提供に努めることにより，県民が生涯にわたって読書に親しみ，郷土に学ぶ

心を「育む」図書館を目指します。

１ 令和３年度の取組について

取 組 状 況
重点施策 評価

計 画 実 績

・親子読書研修会，読書活動推進 ・読書活動推進スキルアップ研修

スキルアップ研修会を開催し，子 会，図書館大会は中止としたが，

1 子供読書活動 供読書活動の推進を図る。併せて，各種講座や幼稚園新規採用教諭研

の推進 各地の研修会への講師派遣や総合 修会等での講話の中で，子供読書 Ｃ

講座，学校図書館講座，県図書館 活動の意義や重要性について周知

大会の中で，子供読書推進につい するとともに，読書活動のスキル

ての周知を図る。 アップを図ることができた。

・読書に楽しむ大人の姿の影響力 ・研修会は中止としたが，交流イ

を重視し，読書活動推進スキルア ベントにおいて読み聞かせ講座や

2 大人読書活動 ップ研修会のワークショップや交 ビブリオバトル，物語の主題歌等 Ｃ

の推進 流イベントに大人向けの読書活動 を演奏するロビーコンサートによ

を取り入れる。 り，大人が読書活動を楽しむ姿が

見られた。

・貴重資料紹介展や講演会を行 ・貴重資料紹介展の参加者数は，

い，県民の生涯学習の一助とする 新型コロナウイルス感染症拡大の

郷土の人・文 とともに，図書館利用の促進につ 影響により，目標値1,300人に対

3 化の理解と継 なげる。また，広報誌・ホームペ し実績値791人と大きく下回った。 Ｃ

承 ージの活用や，報道機関への情報 今後も県民の郷土への興味や理

提供を行う。 解を促すような展示や講演会・広

報活動を継続していく。

２ 各種指標の達成状況

 主要指標

主 要 指 標 目標値 実績値 達成割合

1 「研修会等の参加者数」 １，０５０人 ２５７人 ２４．５％

2 「受講者満足度」 ９０．０％ ９７．８％ １０８．７％

 参考指標

参 考 指 標 目標値 実績値 達成割合

1 「講座等の定員に対する参加者数の割合」 ８５．０％ ６０．０％ ７０．６％

2 「大人向けイベントの参加者数」 ７０人 ９６人 １３７．１％

3 「資料展等の参加者数」 １，３００人 ７９１人 ６０．８％

３ 評価と今後の取組について

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，図書館大会，読書活動推進スキルアップ研修会

を中止したことで，子供読書活動推進の機会は減少したが，大人読書活動の推進については，

交流イベントで大人向けの読書活動を実施したことにより，参加者の関心を高めることができ

た。

また，感染症の影響で貴重資料紹介展の参加者は少なかったが，特別講演会や海音寺潮五郎

記念文化講演会の受講者満足度が非常に高かった。今後も，感染症の状況を考慮しながら，研

修会等を実施し，読書活動の推進を図っていきたい。
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